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人口に関する本市の現状1■■

（１） 総人口の推移

国勢調査によると、本市の人口は平成12（2000）年の64,893人をピークに、それ以降減
少しており、令和２（2020）年には54,907人となっています。
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資料：国勢調査

（２） ３区分別人口割合の推移

人口の推移を年齢３区分別の構成比で見ると、年少人口（０～ 14歳）と、生産年齢人口
（15～ 64歳）の割合が低下する一方、老年人口（65歳以上）の割合が高くなっており、高齢
化が進行しています。
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資料：国勢調査
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（４） 人口動態の推移

自然動態は、死亡が出生を上回る自然減で推移し、減少数は拡大の傾向にあります。社
会動態は、転出が転入を上回る社会減で推移していましたが、令和４（2022）年は転入超過
に転じています。
人口は、年間で630人から770人程度の減少が続いています。

（３） 合計特殊出生率の推移

本市の合計特殊出生率は、国や群馬県の平均と比べて低く推移し、令和４（2022）年の
合計特殊出生率は、全国が1.26、群馬県が1.32であるのに対し、本市は1.09にとどまっ
ています。
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資料：群馬県人口動態統計

人口動態

自然動態 社会動態
人口増減

出生 死亡 増減 転入 転出 増減

平成 25 年 326 830 △ 504 1,322 1,528 △ 206 △ 710

平成 26 年 324 788 △ 464 1,390 1,557 △ 167 △ 631

平成 27 年 332 821 △ 489 1,263 1,471 △ 208 △ 697

平成 28 年 295 849 △ 554 1,318 1,494 △ 176 △ 730

平成 29 年 310 805 △ 495 1,299 1,508 △ 209 △ 704

平成 30 年 292 808 △ 516 1,277 1,496 △ 219 △ 735

令和元年 245 872 △ 627 1,136 1,276 △ 140 △ 767

令和２年 235 841 △ 606 1,278 1,348 △ 70 △ 676

令和３年 241 857 △ 616 1,293 1,357 △ 64 △ 680

令和４年 224 944 △ 720 1,451 1,387 64 △ 656

資料：群馬県移動人口調査（各年 10 月１日：前年 10 月〜９月）
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人口の将来展望2■■

地方人口ビジョンとして、平成28（2016）年３月に「安中市まち・ひと・しごと創生人口
ビジョン」を策定しましたが、人口減少が急激に進行したため、当該人口ビジョンを見直す
こととします。

人口の動向分析において、本市の人口は平成12（2000）年をピークに減少に転じており、
今回推計を行う令和32（2050）年まで一貫して減少を続けていくと見込まれています。ま
た、少子高齢化の進行に伴い、人口構成の変容が続き、高齢者等を支える「働き手」の1人
あたりの負担は今後さらに増大していくと推測されます。

人口減少への対応は引き続き重要な事項です。各種の政策により出生率が向上しても、
数十年間の出生数を決める親世代の人口は既に決まっているため、人口減少に歯止めをか
けるには長い時間が必要となります。その中で、対策が講じられ、出生率の向上や転入人
口の増加などができれば、将来人口に与える影響は大きくなります。将来にわたって活力
ある安中市を維持していくための重要な取組は、「結婚・出産・子育てに関する希望に応える
こと」、そして、「安中市に住みたい人を増やすこと」となります。

次頁では、人口の動向分析結果をもとに、時代の流れ、今後の展望等を踏まえた合計特
殊出生率及び社会移動の仮定に基づき、将来人口を推計します。
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推計１ ▶	 国立社会保障・人口問題研究所（社人研）による「日本の地域別
将来推計人口（令和5（2023）年推計）」とします。

推計２

▶	 合計特殊出生率は、令和17（2035）年に1.50（ぐんま・若者未
来ビジョンの目標値）、令和32（2050）年に1.65（県民希望出生
率）とします。

▶	 社会移動は社人研準拠に加え、政策の実行により、０～39歳の
転入増を加味します。

推計３

▶	 合計特殊出生率は、令和32（2050）年に2.07（人口置換水準）と
します。

▶	 社会移動は推計２に加え、政策の実行により、0～ 39歳のさら
なる転入増を加味します。
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将来人口推計の結果
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推計３ 54,907 52,185 49,468 46,774 44,019 41,352 38,957
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